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エ本討さんの住んでいる都市の 1か月分の水道料金は、 11m'，H上の水を使用した場合は、 (ax十b)円 で計算きれるとい
ぅ。ただし、 a、bは定数で、 Xは1;か月分の使用量〔単位は立方メー トル)を表わしている。
木村さんのうちでは、羽和39年の四月分の使用量は16m8で、科金は50 2円、五月分は20m:句 65 0円であった。 Eのとと
からa、bの値を求めよ。
(解答用紙) .•• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
: a= 












1 8 0 1 
X冒一一一ー 一ーー ウ x -一一一一一一1 & 0πr ェ x=J80l-πr1 8 0 7l' r 
7lr 
オ x ~ l-
1 g 0 
2 (2)の式と 1で求めた式から、 Sを求める式を‘ rとtを用いて、 Qも箆単な形で表わ.i!;。
(解答用紙}








問 題 分野・領域等 ね ら い
回 数呈関係 百分浮(第2用法〕についての問題を処壊する鈍刀
{以上， 未満の理解を含む)
1 4J 量と測定 平面図形の求積に関する問題を処怨する飽刀
f!}J 図 形 平面図形の対称性についての浬解 ノ， 
中学校第 8学年
l1J 式 具体的な事がらについて，文字を用いて数量を式に表わす飽刀

























巨亙 2. 5 % 14..1 1 1.0 % !1l 2 8. 7 % 
エ 応答調査の結果では，いわゆる自由記入の問題の中には，無答の多いものがあり，それらは
分析的研究を行なわなければ，つまずきの原因をみつけるこ とが困難であるうと思われたa 問































































生徒数36 0人の学校では、出品するポス ター を何故から何枚の範閣でえらばなければなりませんか。
(闘い) との問題を解くのに必要だと思う式を、下の式の中からえらんで、その記号をOでかζみなさい。
ア 360+4 カ 360+0.6 サ 36 OX5 タ 360xo.04
イ 360+5 キ 36 0 +0. 0 4 シ 360X6 チ 360XO.OS
ウ 360+6 ク 36 0+ 0，0 5 ス 360X0.4 ツ 36 OX 0. 0 6 
ェ 36 0+0，4 ケ 360+0.06 セ 360XO.5
オ 36 0+ 0，5 コ 36 0 X4 ソ 360X O，6
















な ま え 体 軍 な ま え 体 童 な t え 体 重
あ き ら Z 7.3 正E る う 2 8.1 KSJ つ と む 2 9.9 Kj 
い さ む 2 8.8 け ん じ 3 1 4 は じ め 2 8.0 
お さ i1 3 '1.4 し ず お 2 9.0 ひ る し 2 7. 9 
tJ. ず お 2 4.3 す す む 2 7.8 み つ お ‘ 2 9.5 
き お 3 O. 0 た か お 2 5. 5 や す お 2 6. 2 
回 r I0枚以上20附の醐Jというとき、 10側、その糊の中にはいるでしようか。
また、 20 t:I:は、その穏図の中にはいるでしょうか.
1回つぎの問題械仏仰の間叫山川
l i ポスター が14 7枚あります。乙の中の 4%以上 6州諸のポスターを、展覧会に出品するととになりました。展覧会叫品i
i するポλター を、何枚から何枚の範囲でえらばなければなりません曲、 j 
(答)
(問い) 1 4 1 放の ~ %を求めたら、次のようになりま した。
J 47Xo.O 4=5.88 
また、 14 7枚の6%を求めたら、つぎのようになりましたe
J 4 7Xo.O 6-8.32 
出品するポスターは何敏から何枚の範簡でえらべばよいでしょうか.つぎのアからクまでの答えのうち、正しいと思う
ものを一つえらんで、その記号を1 :の中に脅肘きなきれLい、
ア 5. 8 8枚から 8.8 2枚まで オ 5枚bか‘ら7依まで























①正方形 (答) (正方形の面積) =: 
@長方形 {答) (長方形の商務) = j 





_-3 0 111'-ー 、ーー ‘一
回右の図のような四角形の土地の闘を求めるには， ~の四角形をどの日に分けて針 〆三二一一一てr，.
~  90'" ¥¥ 
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エ 2a+2 (b-2) 



























イ Z(6+ 9) 
つ 2(6十9)- 4 




イ 2 (1十 12 ) 
つ 2 (1+12)-4 
エ 7XI2ー (12ー 1) (7ー I) 
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.① Z (a-I)十Z(bー 1) 
② 2 a十2(b-Z) 
③ 2 (a十b)- A 




l ウに合っている式・・・・・・・・ ; 
九エに合っている式・... .... 
































¥.0 0 ，' 
i_ 0 0，' 
¥O OJ 
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回本村さんの住んでいる都市の lか月分の水道料金は、 1L m'以上の水を使用した場側、 (a x十b)円 で計算されますotcte 
し、 a、bは定数で、 Xは1か月分の使用I(単位It立方メー トル)を表わしています。
本村さんのうちでは、昭和39年の凶月分の使用民は 16m3で料金は 50 2円、五月分は 20m3で65 0円でした。 Eのととか
ら、a、bの舗を求めなさい。
(式)









aの単位・・・・・・・・ : bの単位・・・・・・・・・・・・・ : 
@ 四月分の料金は、どのような式で計算されたか。
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b = : ; 
・ーーー・・・・・ー ------r
- 139ー
回択の連立方程式酬なさい。(計算は!一一一l 帥附なさ ~'o ) 
① f3X十2y-l 3 
、4X+2Y=16
，"・ー・・・・ー・・・・・ ・・.................... ...... ........ -_. -_...-伺
-.  . .














.・ ーーー・ー一守・......・ー ・・・..........ー・.....-.-......................... 
. 
-a 






イ 桟業手当・・・・・ ・・・・・・・・・・1!寺岡について b円
(後業手当とは、きめられた時間以外にはたらいたときにもらう金額のととです。)
ある月の残業時聞は、合計x時間でした。乙の月の給料の総額はいくらで したか。



























とのとき、 次のl、2の悶いの答えを、 1については、アからオまでの中から一つ選んで、その記号をOで囲み、 2については、答
えを; ;の中に書きなさい。
1 (a)の式からXを求める式はどれであるか。
πrt 1 8 0 l 
ア x イ x=_一一一一ーー ワ x~ 
1 8 0 πr 1 8 0 n:r 
エ x=180l'ー πr オ x=l-一7c一一r一一
1 8 0 
.2 (b)の式とlで求めた式から、 Sを求める式を、 rとIを用いて、最も簡単な形で表b-1!o(答): S= 
I~ 次のそれぞれの抗、xを求める鮮なおしなさい
・ー・・・ 、ー・__ーー・・・ー__ー・.・ .ーー・ーー ・ー・ー ・ー_._・.~ . . .， ・ー・ ・.....
‘ b 






















































? ? ? (答)
。????? ， ，???? ????????????

















(4) ペーパ ー ・テストによる調査の実施計画
次の表』九ペーパー・テストによる調資の実施計蘭表である台
来1表 小学校第e学年
lグループ a b C 
人 数 8 7 8 7 8 5 
四;回 .也| 回;回 ;巴 囚 :匡1;Iヨ
!A~ : ~ 回 j固 回;回:
回 ~J 回;時
. 
E 回;回:回 回:回 ;囚 I"&] 回 ;図
回目ー 囚 ;回;回:困
時
凪 :riJ . 回 :回 囚:回
-';112ー
第a表 中学校第 3学年
グループ a b c 
一-
人 数 9 5 9 9 96 
回 困 回 回;回目 囚 :
回;回 回
時 国 :目 ~ 





















かたちの応答が得られなh そこで. a， bグループ同町提出し， cグーζ咽
を提出することにする。
カ テストを 1時間目と 2時間自に分けた理由のおもなものは次の三つである。
o ある二つの分析的問題を同ーの子どもに提出して，それらに対する子どもの応答の関係省r調べ
たいことがある。(二つの分析的問題をPl' P 2 とする〉
このとき， P l' P 2に対する応答がたがし司こなるべく影響しないようにするため. または，
影響が， P 1→ P 2の方向にしか起こらないようにするためである。
例 d学 校第6学年のaグループには，囚を 1時間同，図を 2時間自に提出するととにする。







小学校第6学年 昭和39年?月 24日午前?時40分から 10時 15分まで
テス ト所要鵠聞は. 1時間自. 2時間目とも約 40分










































































































































































@ 3 6 0 xo.0 6 =2. 1. 6 
@ 3 6 0 -+-O. 0 5 = 7 2 0 0 
@ 3 6 0+ o.0 4 = 9 0 0 0 
@ 3るo-+-o. 0 6 = 6 0 0 0 
これらの計算と，百分率についてのまちがい.ιんと，朱満についてのまちがいを考え合わせると，
トの誤答がでてきたすじみちを，次のように推察するととができる。
⑦から 1 4枚 144枚 ωかo- 1 8枚 180枚
@から 2 2枚 ._ @から ?放 8枚










E ，----ーーーー・ーーー・ーー・・ー・ー・ーーーーーーーーーーーーーー"ーー--司・・・・・ー・ ・・ー ー』ーーーー・ーー勾司ー・ ・ーーー ー・ ・ ーーーー-ーーーーー~__ -_1 
(答): 枚から 枚までi
aグノレーフ・の分析的問題区到 のテスト結果は次のとおりでおる。
式を正しく書いた者…・…....・H ・-…...…...・H ・...・H ・. 46% 
式を正し〈書き.正しい計算をした者……………..4 0係





過剰条件についてのつまずき .・H ・..・H ・.…… aグループ全体の 22%
例 36 0 x O.0 4 -1 4.4 
3 6 0 x U. 0 5 = 1 8 
比の第二用法についてのつまずき …'…. 
例 360+0白 04=9000



























イ 360+ 5 
ウ 360+6
カ 360+6 サ 36 0 x 5 タ O6 0 x U.O 4 
キ 360+0.04 シ 360 x 6 ヂ 36 0 x U. 0 5 
ク 360+0.06 ス 36 0 x U. 4 ツ 36 CJ x 0.0 6 
ヱ 36 0 + O. 4 ケ 360+ U. 0 6 セ 36 0 x U. 5 
オ :;6 0+ O. 5 コ 360 x 4 ソ 360x U.6 
匹 lの応答と，その正誤およひ官りの原因と考えられるとみがらは次のとおりである。
応 答 正誤 誤りの原因と考えられること
タ 、. .il:. 
イ オ ク サセ チ 誤 過剰条件についての理解が不じゅうぶんである。
ア イ ウ エオカ
誤 比の第二用法についての理解泊司ミ じゅうぶんで。~
キ ク ケ ある。
ア イ ウ エ オカ
誤 百分率についての理解が不じゅうぶんである
コ サ てJ ス セ ソ
上の観点によって町答を分けると，次のようになる。
正答 … …・… "…....・ H ・.._.....・H ・....… ..・H ・..17%(15人)
過剰条件によるつまずき……・."・H ・...・H ・...・H ・…..60%(52人)
比の第二用法についてのつまずき …………・…...・H ・.. 3 1係 (27人)



















，ーーー ー ・ー・--------ー ーーーーー凶匂回・「ー司令τー ーー ーー ，ーーーーーーーーーーーーーーーー-7ーーー司ー・ーーーーー司ー ーーーーーーーーーーーーー '
{答): 】!
回











































26.2 おすぞお色、1乙3 u.O おき
[DJ r 10枚以上20枚未猫の範囲」というとき. 10枚は，その範聞の中にはいるでしょうか。
(答)i
また.20枚は，その範囲の中にはいるでしょうか。






j ポスターが147枚あります。との中の4%以上6%未満のポスターを，展覧会に出品するととになりました。 l 

































aグJレー プ bグノレー プi
回 百分率，比の第二用法の理解 式が正しいものを正答とする 86 % 8 1 % I 
匹! 官分率.比の第二用法の理解 式が正しいものを正答とする 8 3 7 8 
回 以上，未満の理解 完全正答だけを正答とする 5 5 6 6 
回 以上，来満の理解 2問正答を正答とする 75 7 5 









147枚の 4%は5.88枚である。 i4 %以上」というときは 4%も含む。 5.88枚がそれに当たる
のだが.ポスターが5.88枚ということはない。(1枚. 2枚.3枚，………だから)
だから. 1 4枚の 4%以上というときは， i 6枚からJというととになる。
(1 4 7枚の6領来満についτは省略する)
図 を解〈ときにも，これと同じ場面がある。さきに， IA61の噛のねらいを，i図の内容について







ふたたび図 にかえって，子どもの応答を調べてみよう。 a， b ， cの 5グJレー 'プの応答を合計す
ると，次のようになる。
R 5..88枚から 8.82枚まで'"・ H ・H ・H ・.........・H ・.… 8% 
イ 5.88枚から8.81枚まで…'"・H ・..・H ・H ・..…...・H ・11%
ウ 5枚から守枚まで……...・H ・_.……… ..・ H ・.....・H ・-喝 3% 
- 120ー
ヱ 5枚から8枚まで …………'"・H ・"………..………" 1 2'" 
オ 5枚から 7枚まで……...・H ・...・ H ・...・H ・..………… 10 '1i
カ 6枚から 9枚まで ……………..・H ・....・H ・-……・・ 37%
キ 6枚から 8枚まで(正答) ..・H ・.'……………一…・ 10 % 
ク 6枚から 7枚まで・ー….'…・…………………… 6% 
その他 ……'"・ H ・...・H ・"…..・ H ・..・H ・・-…..・ H ・.… 2%
(無答) …ー…………………...・ H ・..・H ・'"・ H ・...・H ・'" 1 % 
との結果をみる と，選択肢アおよびイを選んだ子どもは合計しても 20 %にならない。多くの子
どもは， 5.88枚とか8.8 2枚という数値ではいけないのだ.というところまではわかっているのだが.
その次の段階でつまずいている。次の段階とは，上にも述べたように， 5.88枚から 6枚を求め.8.82 













1500nf(正答) ..・ H ・...…・…...・H ・-… 14%
1 4 4 0m'…....・H ・-……'"・H ・"……'"・ H ・. 16% 
1 6 0 0 m~ ・・・……・・・………....・H ・・…・…'" 3 % 
2880m2 .........目・目・・・…・・…・・....….... 2 % 
1 53 Om' …・・……・・…....・H ・...・..……. 2 % 
その他(1類型1%) ..・H ・..・H ・..・ H ・-・ 37% 












































~ー ーーーーーー ーーーーーー-...----- -----・・・・ ・ H ・・・・・・・・・・・4
?、 ? ?
? ? ?












⑦全体の形を台形とみた者(アエノイウ) (高さを 36mとした者. 39mとした者を含む) (biJ 
2図〉 …………22係
@口アイウエを.ムアイオ，ムアオウ.6ァウニに分割して計算した者(第5図)..・H ・H ・H ・..8%
第 2図 第 5図
@口 アオウヱを台形とみて(アオノエウ).もとの形をAアイオ とロアオ ウエに分割して計算した
者(第4図)…...・H ・..8 % 







@ その他の誤り・…...・H ・-…..・H ・-…・ー 17% 
⑥ (終答) ..・H ・-…..・ H ・-……・・…-…・ 10% 













底辺がam.高さがhmの三角形において.a= b+ c 
とすると， 面積 Sm;について.次の式が成立する。
a h b h c h
s=一一一 =一一+一一
















2 0 x 3 6-+-2 = 3 6 0 
(36+40) x30-+-2=1140 




にa， b ， c ， hで表わすと，この面積Sは次のように
表わされる。




s h(a-c〉+c(h+b)ah-ch+c l1+b c イ
ーー + 一 一+ー
2 2 2 2 



















































F ， ， 
， ， ， 

























，J: その他 i 
J r4・ ¥‘ー_J_I-ーーー・ー・ ・ー』・・ーー ・ー ・4
14% 
グ)
」ー ーー ーー ーー ________..J
5 % 
--・e-・6 ー← F 四円E
/|/ii 
， ， ， 
， ， 


























































5% 6% 91J 
(7) 
?? ?









































21 2 23 
誤 46 3 1 77 
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' 








， ， ， ?
、、
~、ー 12.5---- 俗) : 
(式) : ② 
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L・・・・ーー句ーーーーーー ーー ーー ーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー---ーーー:
(答)i i 
IB1の正答率は次のとおりであっk.o
① (正)j形) 1 0 0係 ② (長方形) 9 8 'Oj ③ ぐ平行四辺形) 6 7 t:
@) (台形) 86t: @ (三角形) 8 2 t:
とのよ うに， 平行四辺形をωぞいては.やや高いOiE答率を示している。
回の正答率峨のとおりである。
① (直角三角形) 8 0 t: ② (平行四辺形) 6 2係
@ (て三角形) 85% ④ (平行四辺形) 7 5φ 
①-@のうち.①と②は，@および④にく らべて.底辺，高さを決めるととがむずかしいであろうと
予想していたが，応答を調べてみる と，やはり底辺，高きを決めることにつまずいている者が多かったε




















163. 4ml 1 : 
~ 1 120.釦 1・I II ‘I ， 1 
1・‘ ，. 


































ム ¥> 己 ト¥
@ つぎの図形のうち，点について対称な図形ICOをつけなさい。
/¥ 「¥ 弓と くつ〉
③ つぎの図形のうち， 直線について対称で， 点についても対称な図形ItOをつけなきい。
三〉 。。。
④ つぎの図形のうち.車線についても，点についても対称でない図形にOをつけなさい。
。 口 ム ^ 
回の正答率は次のとおりであった。正答率の算出のしかたは次のとおりである。
小問(①~@)ごとに.一つの正しい応答を 1 点 とし. 一つの誤った応答をマイナス 1 点 とし
て，その希n宏その小Il¥lの得点とする。ただし， 得点がマイナス 1点およびマイナス 2点になる場
合は.それらを0点とする。との得点から正答率を計算する。
①の止符:r_;………・………ー・ …ー 8 59品
②の正答率・ 一一日・・・H ・H ・...…… 62% 
@の[王寺午本 ・……-…………...… 7 ~ % 
- 131 -
@)の正答率 …………・……... . ・ H ・ 74~
乙れらの正1i~さにつ いて ， 有訟な差があるかどうかの検定をした結果は， 次の とおりであった。
。①と@とのtl~Jには ， 1%の有意水泳で法がみられる。
。①と②との間には. l'系の有志水泳で廷がみられる。
o @と@ との聞には，有意な差がみられない (P>0.0 5)。
とれらの結果から.との調査対象児童について次のことがいえる。
固について. i直線について対称な図形」をみつけるととは， i点について対称な図形J， i直
郁についても点についても対称な図形J， r直線についても点についても対称でない図形Jを見つ汁









京三角形を点対称とみたもの・・…… ………u ……......・H ・'" 2 2係












































1" ・ー………・....... 1 0 % 2... -・ー ・." 6 
5 ・・・…・・…・・…・・… '10% .4 (iE衿)…・"…….. 3 21: 
1 ， 3...… ‘ 1 % 1 ， 4. -・...・.......・. 1 .% 
1 ， 2 ， 3.... 1% T「し、. 
7・-一..… 3% イ..…-……ー-…-…… 13，~ 
ウ……・…・ 3% エ............・・・・・・ 7 ，1~ 
エ ，つ…日 1 % ア，イ ，ウ，工 ・…・・・・ 1φ 
(無答)…..，・H ・. 1 5 % 
この応答の著しい傾向のーっとして，図形の記};.(ア，イ，ゥ， τ) ~:'?干ミに 1




--ー 一ーー 一ー 『一"i
回 形も大ききも同凶付(右の図)山1IIJ，..fr:b'itC.勺川 ..2.:3 .4 "1fT! ;叫 l小 l<1r 川、 rf・山
てみることにしました。
工 :tili!についてh.!，~，について も対話、である閃形
2 直線について対仲である的点については対品、でたレ何~i ~ 
















が，回 には，ほかのねらいもあるので，分節的な小問① ，@，@，@を設けた。そのため，回 ，回
とならべて分析するには不都合な点もあるが，参考資料として.回，回といっ しょに考えてみること
にした。







です。との fア)，(イ)， (ウ)， (:r.)の図形℃ 上の1，2.3 ，4の
四とおりのもの方、できているでしょうか。
できていないものがあったら，その悉号を 1 1の中時き










s] 右の i iの中の図のような形も大きさも同じ三角定木を2枚組み《わせて，つぎの四とおりの図形をつくりま
ーー ー-----ー ーー ーーー ーー ー一ーー一
、 Fでで空τ弓ウ J 
;三 l~~/ i 




















Icol， [Cjj， 9 の文章のむずかしさによる正答率のちがいを調べるためには，これらの問題をテス






工 ，3 ・・・・・・・・・・ ・・・2人










1 ， 4.・・・・……・…・・… 1 2ノ、
3 ， ι...…-・ ・・目・…・・…・・ 2人
1 ， 2 ， 4.・......一 ・ー・・ 2人
ウ ・ー …ー・…-……・・………・ー 1ノ、 1
イ ，エ・・…・・...・H ・……・・・ ・1人 | 
~ 1 1ノ、
ウ ，エ・.....-..・・…・ ・・・… 1人 | 





ては. 5 ， 4 ， 3 ， 2 ， 1の 5段階の評定尺度を用いることにし，各学級とも， 5が 7%. 4が 24 %， 
3が 38%， 2が 24%. 1が 7%になるようにした。(との評定は.t ， cグループの各'学級に9 い
ても行なった。なお，評価段階の5がすぐれた者， 1が劣る弓きである。)
回について，ィ，ヶ、などの応答をした子どもの文章読解力の評定似のとおりであっf









回完全正答者とは.図的， ② ，@，@にすべて正しく応答した子どもでi の人数は次のとtu
りである。






o. 0 5) 0 








評 コ 5 
4 7 13 
定
る 10 25 
段 ト一一一一一一一卜一一一一
2 7 13 
階 。 6 













0 I 6 I 6 




[>1 1'2 計 i
5 5 6 
評 4 1 4 6 20 
定
3 10 23 23 
段 ヤー ーー
|場
2 3 17 I 20 
2 
言十 34 51 85 
このぷの数航について . 知数の孟の怜~îf_をした~~i !-l .~ ， 日， b ， r.の 5グ)lープとも.ド 1とP2との
削に 1婦のイJ芯:/J< j~':で差があふことがわかった。つまり， I♀主i 完全正芥:r，.クーループ仏そ松iタ~O) {-ど
ものグノレ プにくらべて.文慨併プJがすぐれているのである。だから.さきに述べた評論を，[DJ完
全医科ぷでない者のグループにはj羽いることはで容ない。






lJレJ| a lTII 
if 誤 正 |誤 l計
5 3 3 6 3 
4 10 10 20 ? 
定
3 17 18 35 15 
段 2 5 15 20 ? . &皆
5 6 




3 I 6 5 
1 1 20 1 1 
20 35 14 
1 1 I 20 6 




















グループ a b c 食 x2 テス トを行なうために.第5表を整理
間 思 [CQJ ITI lTIl した。
評 5 ， 4 13 12 16 
，λ晶「司
3 1 7 15 14 段
ヲ:・ 茨の中の数値は人数を示す。
階 2 ， 1 6 10 8 
言十 36 37 38 
第る表の数他によって，まずaグループと bグループについて，指数の差をみるためにx2 テス トを
行なった。その粘来は. 有志な~が認められなかった (P::>0. 05) 。つ Y いて. 評定段階 2 ， 1の項
目についてC，R.法によって検定したu その結果も.有・2まな2主が認められなかった。














りであるが，必ずしもこの過程を通らなくても正答がでてく : (ア) (イ) (ウ) (エ) (答)i 










たとえば，左の形から右の形へ順に エ， 3 ，3 ， 2また






? 正 18 2 20 
@ 誤 1 (視を 46 65 
計 37 48 85 






ではそれがわかるo[Cヨで，正三角形にlと書いている子ど声は 18人 (21 %)で.とれらの子ど
もは，正三角形を直線についても点についても対称であるとみているといえる。また，正三角形にZ
と書いている子どもは5人 (6%)で.これらの子どもは正三角形を点について対称であるとみてい

















ア 予備調査の応答の中には.1 • 4.の応答は 1φしかなかった 3






























回 右の図のように，おはじき内てにa個，績に切ならんでいますoとの 一 b側一一
け .おはじきの全邸の数を表わす式だけを.次のアからオ までの巾か fて---------~ 
ら士三主選んで解答蜘川の出Oで臨みなさh /80000000000∞08¥ 
ア 2(a+b) /OQ1
a倒只 ×a個イ 2 (a+b)-a ι ~ ) 
つ 2(叫ん2 百 QJ 11¥0 01 11 
エ 2a+2 (b-2) 'QOOOOOOOOOOOOOσ11 
オ ab-(a-l)(bー 1) -ー b偲 ---- 11
ア・・・・・・・・ …・・・・23% イ………・・・・・・ぃ.'}6 %;Z・
ヱ.....・H ・-…… 8%* ォ…..・H ・-……， % 
イ，エ・…・……26%治交 ァ ，ォ…・…・… 3%
ア， ゥ .オ…… 1 % (無答)……… 1 % 



















オ abー (a-b)(b-1) 
ー '0-
回は，回と問じ問題である。囚 をテストしたのは， a ， bの2グループであるが.あとで述べ
るように両グルーフ羽田のテス トのしかたがちがうので.グループごとにテス ト結果を僻した。
7 aグループ








ウ ，ォ，…・…・… 2% ア，ヱ…・…・5各大 イ ，オ…・..，・H ・..2 %~祭
ウ ，ェ...・H ・-… 1%* ァ ，オ…・…・・1% ァ ，ゥ ，ェ…….1各会






イ， オ…ー…… 1 %長野

















イにOをつけた子ども (慾)は全体の 72".h (7 1人〉で，ヱにOをつけた子ども(公〉は67

































完全正答者 ………・……H ・H ・..・…._.・H ・-…...60%
イについての正答者 …………..・H ・..………ι …81係
ヱについての医答者 ..・H ・-………………………81 Ifj



































ワ，re-b .“ 『 、
，?，?、、，
??
R竺竺a::.:: 、 「ー 「





① 2 (a-1) +2 (b-1) 
② 210+2 (b-2) 
③ 2 (a+b)-4 
@ 2 (a-2) +2 (b-2) 










































































田口いては，与えられた数値が， a伺. b伺であり，それによって立てられている式抗 2(a+ 









イ 2(6+ 9) 
ウ 2(6+9) -4 

















エ 7x12ー (12-1)( 7 -1 ) 




， 0 0 ~ 
7F Q 07m 
、/ r ) ， 
1、δ 百J
、QIP0000000OQCJ
、ーー ー 12例ー ーー ー
次に，回，回によるテストの概要について述べる。
t1 ， b両グループは. r式」についての学習能力についてほほ等質である。それは，次の方法によ
って知った。









そとで. aグループには， 回，回，回閉じ時間に解かせることにし， bグループには回
目を与えないて・図だけ械かせるこ比した・その結果臥のようであった。















2 24 26 
l 
計 68 27 95 
(数値は人数を示す〉 (数値は人数を示す 〉
理解す るととと表現する こと


















--ー・--・・・ー ・ーー・・ー ・ー・・ーーー ・ー・ーーー ・ー・ーーーーーー・幽・・・・ーーー ーー 一ーーー. . 
' E 
















⑦正答率が低いグループ(予4信用査の結果を参照)では，イ 2 (a+b) -4 についての正答
率が，エ 2a+2 (b-2〉 についての正答率よりも高かった。
の正答才、がやや高いグループ (a， bグループ)では，上に呑いたような領向は見られなかった。
回をbグループにテス卜 した慨は次のようで針。
⑦ 正答率…・…・….........・H ・-一…....・H ・.......85%
(1)応答の内容
2 (m -1-n)ー4 ・ ・ ・67ト・囚 のイに当たる
2m+2 (11-2)ー…目H ・H ・-…… 5$
~ }......回 のエに当たる
2 (m-2) + 2 n 
2 (m-l) +2 (n-1) ……ー 1 ~
mn- (m-2)(n-2)………… 2'1> 
2m + 2 n -4・……・-……………… 2'1>
2(m+n-2)... ………………・・ 4% 




2 (m + 0) -4..・・……・-…・ 7休日 ・…回のイに当たる
2m-l2 (n-2).・H ・-・ ……… 4 %、 rー 「
ト・…・・IA則のエに当たる
2 (m-2) +20'…-一……...…・ 4%J 1-副
(その他の正しい弐〉………...・H ・.10 % 





回世49 3 52 35 12 47 r色土 0.6





















調査問題 回 1 の本県における正答率は 13.0係で.r式」の領域の問題の中では調査問題図
2 に次いで正答率が低かった問題である。
回次の1.2の間いの答えを.解答用紙K書きなれ、。
1 木村さんの住んでいる都市の 1か月分の水道料金は， 1 1 m~以上の水を使用 した場合は. (ax+b)円 で計算されると
いう。ただしf a， bは定数で.xは1か月分の使悶量(単位は立方メー トル)を表わしている。
木村さんのうちでは.昭和39年の四月分の使用量It16m唱で料金t5 0 2~. 五月分は 20mfJで 650 であ った。己のと
とからa，bの値を求めよ。
この問題についての予備調査の結果は次のとおりである。
日 =37，b=ー 90 (正答)'"・H ・..…………22%
a = 3 7， b = 3 1 7・ー・ ・ー・・ー ・・…-・ー ・・ 3% 





分析的問題 回 ，回，図，1]]を作成し，テス トしたのである。
b 間舗の理解と困難点、
固 1の文章は，次のように読みとらなければならない。
本村さんの住んでいる都市の1か月分の水道料金は， 11nf以上の水を使用した場合は， (a x+ b)円 で計算されます。




⑦ まず. (1か月の水道料金)=ax+b という式が成り立つことがわからなければならない。
1か月の水道料金をyとおいて. Y空 ax+b というかたちで理解する子どもも多いかもしれ
ない。

















b =- : 
・63係
、20a+b=650
@ 正しくない式 ・・・・-…・・……ー 田・ ・ー…・・・・・・・・・…………一…………・・ 23%
{a (16ー 11) I b車 502 
日 (20ー 11)+0=650 






5 (a x+ b) =502 
9 (ax+b) =650 
{6a+bz502 
1 0 a + b ~650 




2 0 a I 650 b = 0 
{16(日 IJ) = 5 0 2 
20 (x-IJ) =650 
1 6 x十 16y-502
20x+20y=650 
{ ，(:x( ~ .~~， ~ 1 :: ~ ~ : 
16 (a+b) -20十 65 0 
a=(4-502)-;.-16 
b=(5-650)-;.-2つ
{ :~~ :~:~ 650a+b ax+b=11 4a+b=16 ax4+b=502 
1 6 a b = 2 0 a b (650-507)-;-.(20-16) x11 
@奴符;…………・…....・H ・...…H ・H ・....・H ・-… 14 ~ 
上の正しくない式を見ると.2. 3の応答のほかは，この問題の数量聞の関係をつかんでいない。





回 木村さんの住山、る都市の1か月分の水道料金は.1 1 mS'J)材使用した場合.~(l)式で計算されます。
1 1か月分の料金=ax+b i 
x ，.，…...1か月分の使用目(単位 m' ) 
i a.bは定数 ! 
木村さんのうちでは，昭和39年の四月分の佼悶位以16m&で料金1502円.5月分は20m'で650円でした。

























? ? ? ?
@匹月分の斜金1， どのような式で計算きれたか。
(答) 502 
‘ー ーー ーー ーー ーー ーー 旬ー ・ー ・ー ーーー ーー ・ー ・・ーーーー ーーー ーー ーー 司ー胃・ー司
.----ーーーーー ーー ・ー -ー ーー ーーー -ー ーー ー ・ーー ・--ー ・ー・ー ーー 停句ー ーー ーー ー
@五JH}の料金仏 どのような式で計算きれたか。
(容) 650 







』ー -ー 一ー一ーー ーー ーーーーー・ーーーーーー一一一一一一一ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
{答)a=:i b=11 
'・・6・ーーーーーー-~ ・・ ・・ー・ー -ー'
回の各小間の正答率は次のとおりである。
① 一定数の産庶・……・・・ H ・H ・..・ H ・-…....・ H ・...・H ・-…・・・…-………-……・・80%
@ 一 四月分の料金についての数畳間の関係、
}ともに正しくできた者……… 73%
@ 一 五月分の料金についての数量聞の関係 J
上の結果で注目しなければならないととは， ③，@)の結楽である。@，oの正答率と，図 的知
正答率をくらべると，73%と63%であるが， ζの率には有意の差がない (P>0.05)のである。
困 @，@と回とのおもなちがいは，1]21の 1か月分の料金=a x +b の式ゃ，答えのところ
の 502= 650= などであるが，これらのちがいは，回捌くチどもにとってヒントになる
と考えられるが， bグループの約25%の子どもは，との程度の示唆では，この問題の数量間の関川系を
つかむことができないのである。
次に.回@の結果をみよう。との隅の水道料金は， (a x十 b)円で計算されるのであって，
a x円+b円と して計算されるのではない。だから，回 @のようなさきかたは，チどもの考えかたを
低い次元におろしてしまう危険もあるとは思ったが. a， bについてどのように与えているカ吻1りたか
ったので，あえて促出してみた。その結果はi欠のようであったロ
i aの単位」についての応答………円 円/rn8 1 rn'あたりの料金料金 ……・...・H ・.…A併合
mS g 1: 月分円 時間 (無答:)…・…・・…….68宇
ibの単位」についての応答・・…・・円 わりぴき料金 基本料金. 11m"の料金………..A群1，;.
rn8 使用吉正月分日 日数 (無答〉…・…………・.6群
き子 A群， B群の分類は，正答，議答の分知ではない。
次に， i aの単位」についてA群の応答をし， i hの単位JについてもA併の応答をした者をAA群
とし，そのほかの者をAA群とすると， AA8手の人数は58人 (59 %)で，主主貯の人数は41人(




第 11表回②と 回 @.o
回@，@ 言十
正 誤
IKil AA 44 14 
相関係数(ft)土 [).S0 9 
@ AA 24 17 41 
言十 6ε 3 1 99 
(数値は人数を示す)
- 150ー
包)辿立二71:;一次jjれ!式をWf， く と と
a匝|および闘 における正しい批 正 しい飢
回 (固 めをWf.くためには.J~~il~坐μb凶立 -一_.J厄トE←一砂次悶側:坊淵方矧1私机!九rh以:b此'Z式にを緋JftI併rf.附t付仙川か糾川‘々穴なにμ川け川州ナけ州オれ州川lω川』ば川Iμ此だなEら以えな:c仁仲Uい、
(6 5 0一50 2) として，:1') ~，・し /ζj乙
どt，もいたが.乙れ.G汚えかたとしてはj直立二元一次方程式の加減法の巧えかたを月lいているめて訪るE
さて.a.:1jおよびほ:1において，1 しく立よしたfどものうちの何人が干しい符えなだしている
かを，i1.'Jべると ， このJ!t、に二:JC:-- (Á:.方符:式全~jo)!f. くことのむずかしさがわかるはずである。剥べた紡;l~は
6 5 0 -3 7 x 2 D ~. -9 IJ=37 ト (2D-16)
。〈のとおりである。
回について
lでし〈す式したr;'……-・ … ..，・H ・..……・・ 60人 (63 %)必
1:しい符え生だした才;……………・・……4ι人 (48%。・:・に対して 72 %) 
因 。1，山について
irしく立えした者……-….t.……・・…・・72人 (73 %)カ









¥'2) r 5 :r.1 y. I 8 






















炊の辿 ~_:Mt式を仰なさい。 (計算lt: !の中聞きなきい。)
._. -- ー ーーーーーーーーー司司-，
~ 
X=;;! 
y=; : I 
この 1i\]!1習の JI. 0~.r-; ' :t.次のと オ:よ り .cあった。
ωのiI汽イニ・・・・.・・・・・ ・ー.一・ー ・……・・・・…・…・・・・・・…・ 83 ~時
l?'のiI.~~.ト;………………・・………ぃ……ー一………・・・81 % 
(1) • l~1 と もにできた fi -- …一…・……・・…・…・ ..・H ・77%
このように.全体の約 20%の fどもは， ごく ).1ご ~，fI/~ な，士会: --.'L:一次 }Jれ!孔の，~tt'): t.J河:';(iIC:J:. Cあ勺た。




ア 毎月左まってもらう金制 al1 





区副1では， ca x+ b)円の怠昧を理解しなければならないが，LEJでは， b x土旦の式をつくるこ
とを袋求する。このような問題を過して，E1についての子どもの理解のようすをみようとじた。
邑ヨの正答率は87%であったι'831のような具体的な文章を尉いれば.b x + a の関係を大部分の
子どもが足解するととがわかる。
なお，Uもjができなかった子どもで庄工jができた子どもは 1人もいなかった。




f 庁 rx =一一一一一 …一一一 一一一一 (ー1) 
1 8 0 
S= 7( r
2 x 
一一一一一 一一一 一一 ー (2)






I g 0 1 
ウ
t 
ア Z一-・ 一ー1一ー8ー日ー x= 一一一『ー ;X;::ニ7l'f" 1 3 0 7l'r 
Z二 x= I 80 l -πr オ :1= { - 7T r I 8 0 
2 (2 )の式とlで求めた式から、 Sを求める式を、 rとJを用いて、設も簡単な形でぷわせ。
ーー -ー-'
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， c 0 半I~ が rr~'llIで 、 rþ心 I~ がx' であるおうぎ形の弧の長さを L (畑、 而訪を 8mNとすると 、 次の二つの関係があります。
Jニ 11 r :r.
I 8 0 
. -ー一一一 一一一 (a ) 
? ? ?
??
( b ) 
このとき、次の1 、 2 の!日| いの存えを、 l については、アからオまでの中から一つ選んで、 モの~~けをOで関み、 Bについて
は、答えを }のrtIL l~fきなさい。
1 (a)の式からZを求める式はどれであるか。
ア おー 汀 r1 一一I a 0 イ コE二二 I 8 01 7T[ ウ i zー 18 0庁 f





ア 一一ー 一 10 0/0 イ (iE答) 58% ウ ーー 一 --'18%









b r x について解11Jとその読みかえ
さきにも述べい1:'，12.1比 l= 掃をz…て解く問顕である。 zにつ明くと
いうことは， 同 . 1 8 0，π， f， 印刷いて表わすことでおり， 式の形としては ， x=~ と
いう形になる。そ して， このようなj~の式をつくるには， 等式の性質を周いて式を変形すればよし、。
さて，各州j1 ~で比 11 2-)1のような間断傑出するとき，どの日な!日jいかけかたをしているので
あろうか。 このことをいく つかの教科没について訓べてみた。
例 1 つぎの'，'j:J-tをかっとのIflの文芸ー :についてWrけ。
Scニv t ( t )
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例2 つぎの方程式含( )内の文学長f未知数と してYr'f-け。
広=2昂・ - b ( a ) 
例3 つぎの式から aを求めあ式をつくれ。
r口 付 bh 
ψ'1-1 つ Jザιl:rにから c) O)!jt(/)う'%:?を;)どめるJ'¥合的ーオLa
V:.十 r2 hυ1 J 
f~11 ':i つ(~ v):tJr:.ω右Îニ I'~いてある( Jのrl'の文字を，織りの文1・・で表わ-1-1-。
Aニ二日p r. p) 
似16 つぎのJ't"I.>;.-;t=f-ー!のj戸にかきl出せ。
f u o -←S 
手q交付，I:の1-¥1いかけのしかたは，上の六つの例のうちのどれかに合まれるようである。このうち，秒'1
:何回上び 2 はJl.i もれIJ象的・門的的で例 5 および6 は ， それに く らべて!~休(I'-J ・ 方伏的であるといえる‘' 秒IJ3 
および例4 は，自11者とほとんどh.jJ じであると みてよいであろう。~_l l は，例 5 と|はじかたちである。
多くの教科.!}では，上の例のうちの二つく らいを併用しているようである。
きて，は~ J 1 の問勉を読んだ子どもは ， jxを求める式Jを， j:zを，180，IT，r，Iで表わした
式J，，x=土lとなっている式」と読みかえなければならないog11叫 つの滋択肢は，どれも，x 






; (例) ax = b (容) エ=与!
① b= 王ー
'a 




@ c= 丁 d:r;
(答)j ，
(答) : 











分析的問題広jでは. (例)によって王~~*~~;主主主主しかたを刑務させて ， xを求める心ニなお
おすことができるかどうかをみた。その結よねを hグループについてみることにする。
A問正答符 一一一一一一 - 5 1 % 
3 r訂正答者 …一一一'ー ー 26% 
- 154 -
2問正手写者 ι 一一一一---ー 一ー一'12 % 
1問正答者- ・ー…一一一一一一_.. 9% 







z一-τ ② z----p r k ③ x= -dL - 86 ④ z一一 _ーc__- 3d 






① ax=b @ K= .L.王p ③ xy=8s 






4(正答) ー一一一一一一一一 一回 1の正答者の 29%(全体の 17 %) 











a グループの 1~-， 2 の結果は次のとおりである。(巨ζ1 1 の正答者について集計した。)





その他の誤答(1類型 1%)一---." 11 3 0 % 
(終答:) 一一一一一一一一一一一一._， 11 1 2 % 
このように. aグループの国 2の回収予備調査の 112} 2の正仰をくらべると， aグルー
プのほうが全体に対しても，iC;':I1(庄司 1)の正答者・に対しても高かった。






















下の① 、 ② . @のそれぞれの左の式と右の式から、 Zを求める式~， a、rを用いて、設も簡単な形で表わしなさい。
① :x=うτ b=/a r 
(答) :X= 
_ abc 
(2) X= 一一「ー b c=ニr
(答) x= 
I 町一 ---ー ーー'一ー・ー_____1¥
~ g a b 















?，? (答)I ' ，ーーー・・ー・ーー -ー--ー --・ ・・e・u
。) _!sa2 b:ll 
"'-' 6 ;1 b" c (容)




①の正答率 一一一一 .，.， -87 % 
5間正答者 一一一一一一一司48人 (49 %) 
2問医答者 一一一一ー一一-_.3 1人 c~ 1 %) 
@の正答<~，\ 一一・γ 一一..50% 1問正答者 一ー一一一 .1 "人 (14 %) 













をしている子どもが 14人であった。 回 2においても財数の処理が要求されるので，とのことにつま
ずいた子どもが多かったであろうと想像される。
次』こ ， ‘l~ の結果を b グループについてみると ， 正答率が 829もで，とくに注目しなければならない点
は見当たらなかった。
C [S].@J.[互ZlがCQ:J，こおよぼす影響




さきに主sべたように， a. b両グループは. i式」についての学習能力において差がないと考えられ
るので.1 Co iの正答本をくらべることによって，上に述べた倒的が達しられるであろうと考えたのであ
る。
両グループの回の正答率(庄工11. 2ともできた者の率)は. aグループカ;40%. bグルー








aグループ ロ -_.'-7 5 % 
bグループ rg ." 7時
[豆I，.- . 75% 
区 1 '7 4 % 
図。・ー 8岳協
回 一 82%
-であって. I ，f.j グノレーずの正符キlにはノ~がみられない。とのととから も. a-. b I;'Jグループが「式」 につ
いて先のないマ:問Hl~)J';;'どもっているこ とが央づけされるωである。(執~(t.;Jj J'J' 州 安 治)
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(注 1)く 序説〉参照




(注5) く 日 研究の内容と方法〉参照
(注6) 昭和39午皮企図小学校学力調査 第3学年数学 l_l_!j 
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